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はじめに
―
僧侶の海外視察
わが国の仏教は、ながい間幕藩体制のなかで生きてきたが、維新後は天皇制のもとで生きるしかなかった。新政府は、旧幣を一掃して、なにごとも神
じん
武む
の古
いにし
へに復する主義
（１）をとった。それはいっときの権謀（はかりごと）であったと考えられている。
そのため神官を偏重し、各宗の仏教は冷淡にあつかわれ、神
しん
道とう
に従属せしめられた
（２）
。
すなわち の方針は、神道国家主義であり、 道（かんながらの道＝神代以来の道）は、あたかも国教（国民が信奉すべき宗教）としてあ
つかわれた。政府による廃
はい
仏ぶつ
毀き
釈しゃく
（仏教破壊運動）によって、多くの仏像は焼かれたり、処分されたりした。神主はいっとき得意の絶頂にあった
が、政府ものちにその愚策に気づくのである。寺は神道をおこなう所となり、そこに神が祭られたことによって、神仏が混淆した。神道国教化をすすめる のやり方に、真宗の門徒は、はげしく抵抗した。ことに島
しま
地じ
黙もく
雷らい
（一八三八～一九一一、幕末・明治期の浄土真宗本願寺派の僧）ら
の指導 る真宗教団は、強力に抵抗運動を展開した
（３）
。
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明如新法王の名代…………梅
うめ
上がみ
沢たく
融ゆう
（一八三五～一九〇七、大坂・広教寺）
　　　　　　
補佐役………島地黙雷（一八三八～一九一一、山口・妙誓寺）
イギリス留学生…………
　　赤松連城（一八四一～一九一二、山口・徳応寺）
　　　　 　　
堀川
教きょう
阿あ
（？～一八八〇、京都・専修寺）
ドイツ留学生………… 光田為
ため
然なり
（生没年不詳、山口・光明寺）
 
注・なおフランス到着後、通訳として坂田乾一郎を雇い入れた。
東本願寺側も神道国教化や西欧文化や外教の浸透から仏教をまもるために、視察団をヨーロッパに送ることにした。 〝御
お
西にし
〟 （西本願寺派）の一
行が横浜を出帆したのは、明治五年一月二十七日（一八七二・三・六）であり、 〝
御お
東ひがし
〟 （東本願寺）の出帆は、同年九月十三日（一八七二・一
〇・一九）であった。後者の出発は、半年以上あとということになる。
東本願寺の新法王・大谷光
こう
瑩えい
（一八五二～一九二三、第二十一世光
こう
勝しょう
［厳如］の子）の外遊は、本山にとって大事件であったが、みずから主動
して、秘密裡に計画をすすめたものではなく、政府要人の勧誘もあったようである。法王が海外から諸国の末寺や門徒らに宛てて出した書簡に「今こん
般ぱん
朝ちょう
廷てい
ノ
御ご
趣しゅ
意い
ヲ
奉ほう
戴たい
シ（考えをいただき）
　
老法王（大谷光勝のこと）ニ
代かわ
リ
　
報ほう
国こく
護ご
法ほう
（国家の恩にむくい、仏教の正法をまもる）ノ
為ため
仏教界においては、神道国教化のうごきばかりか、外
がい
教きょう
（キリスト教）の侵透
が危ぐされていた。その勢力に対抗するために
―
一
　
その社会的位置と西洋文明との関係
一
　
じっさいの勢力
一
　
政教関係（政治とキリスト教との関係）
などを、要するに海外の「教状」 （宗教のようす）をさぐるために、西本願寺は政府の勧めもあって、ヨーロッパにつぎのような小視察団を派遣することに決した。
現如上人・大谷光瑩
『現如上人』（大谷派宗務所，昭和29・3）
より。
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ニ
　
洋行
致いたし
候そうろう
」 （ 『教義新聞』第十一号、明治６・１）とあり、同行者四名の協議によって計画をねったものらしい。
すなわち計画を推進し、あと押したのは要路の人間であったとすると、それに乗ったのが東本願寺の洋行者であった。この年の三月、光瑩は政
府の
教きょう
部ぶ
省しょう
（神道、仏教の教義や社寺、陵墓に関する事務を管理した役所、明治十年に廃止）の権大教正であった。
一行は、まず天
てん
竺じく
（インド）に行き、仏教の遺蹟を拝したのち、仏教の根源の地をさぐり、ついで西洋各国の宗教を実見したうえ、帰国するつ
もりであった（ 『教義新聞』第十一号記事の意訳） 。
新法王・大谷光瑩の外遊に隨行したのは、つぎにしるす人々である。
隨員長…………………松本白
はっか
華（一八三八～一九二六、明治・大正期の真宗大谷派の僧侶。生涯を宗政、護法運動につくした）
通訳兼
　　
キリスト教調査係
　
……………
 関信
しん
三ぞう
（一八四三～七九、東本願寺の護法活動に従事。ヘボンの塾、ロンドン・プロテスタント神学校にまなんだ。のち日本の
幼児教育につくす）
　　　　　　　　　　
石川
舜しゅん
台だい
（一八四二～一九三一、真宗大谷派の僧侶、仏教の海外布教に尽力）
通訳兼会計係渉外係
…………………旧幕臣・成島柳北（一八三七～八四）
新法王の脱走的、隠密洋行を計画に移すにあたって、いろいろ苦労もあったようである。一夜隅田川に船をうかべ、密議 こらし、方策をさだめた。当時、外国へ行くとなると、
ばく大な金を要したが、洋行費として、総計一万三二三〇円
（４）ほどかゝった。
その費用は、大蔵省あたりの口ぞえで、紀州徳川家、有馬久留米伯、小野組
（５）などから、数
万円の融資をうけて用意 ものであった。
国内の仏教徒はひじょうに廃仏 気運に危機意識をもち、これに対処するために統一行動
をとるべく「諸宗同徳会盟」をつくっ （明治元年［一八六八］東京で成立） 。かれらの危
晩年の石川舜台
『傑僧石川舜台言行録』（仏教文
化協会，昭和26・3）より。
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機感は、仏教が生きのこるための護法意識となってあらわれ、幕藩制仏教から天皇制仏教へとくら えするのであるが、そのためには何をせねばならなかったのか。報国護法の綱領となったも は
―
一
　
天皇制国家への奉仕。
一
　
民衆を教化し、神権的天皇制の浸透とキリスト教を防止すること。
などであった。
かくして東西両本願寺は、近代的仏教のあり方を模索するために、その代表が
ヨーロッパに旅立つのである。
本稿は、国家に対する報恩奉仕を念頭におきながら、神道や外教の圧力から仏
教をまもるための方策をもとめて外遊した東本願寺の一行の航跡を中心に、かれ
らが欧州において見聞した文物・制度についての感懐、わが国に将来したものについて管見をのべたものである。
一
　
風流をこのむ侍講
　
成島柳北
東本願寺一行の通訳兼会計係として随行したのは、名家の出である成島柳北（一八三七～八四、旧幕臣。漢詩人、随筆家、明治前期の戯作者）
である。もっとも通訳としての柳北は、ほとんど用がたせず、光瑩もこまったらしい。ともあれ、柳北は、幕府に使える奥儒者の家に生まれ、将軍家
いえ
茂もち
の侍
じ
講こう
（書物を講義するひと）となり、維新後は官につかえず、文明開化の風潮に背をむけ、 『
朝ちよう
野や
新聞』の社主兼記者となり、世相を辛
らつに諷刺した戯文をかいて筆禍をうけ
（６）
、入獄した文人のことである。
柳北といえば、 「
柳りゅう
橋きょう
新誌」 （一、二編、三編は発禁）の軽妙洒脱の文章をもって知られている。この一代の
才さい
藻そう
は、超俗的な酒徒であると同
時に、花柳界の女を愛した。本妻のほかに外妾が り、十六人（男四人、女十二人） 子どもがあった
（７）
。その孫にあたる成島武夫（昭和三十年代
ごろ、新宿区甲良町に住み、当時毎日新聞社出版業務部に勤務）が、祖母からこんな話をきき、酒色にふけり、身 ちの悪い人間にならぬよういましめられた。
成島柳北
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安政四年（一八五七）一月三日……
 知人や親せきに医師が多かったが、知友と隅田川畔の「川口亭」で晩しゃくをしている。三月に前年にめとった妻と離別し、四月旗本永井主善の妹をもらい、後妻とした。
五月二十一日…………………………
 知友らと隅田川を遊行し、のち「川口亭」 「平岩」 （向島）で酒宴をひらいた。
六月十四日……………
 知友と舟あそびののち、酒亭に妓女「月券」 呼んで酒宴をひらいた。
 
注・ 「月券」は、勝
4
をへん
00
とつくり
000
に分解した暗号であり、 「小勝」のことらしい。
翌安政五年（一八五八）より、柳橋での酒席が多くなる。柳橋（現・台東区柳橋と中央区東
日本橋とのあいだ。江戸時代は、吉原・深川通いの船の発着所であった）には船宿が集中し、芸妓・酒楼が多かった（小学館『国語大辞典』 ） 。また谷壮太郎の『掌中東京名所図絵』 （明治
14・４）に、 「柳橋ハ浅
あさ
艸くさ
橋と両国橋の間にあり
　
橋のたもと歌妓の家
及および
船屋多し」とある。
かれの酒友は医師が多く、隅田堤の花、堀切のしょうぶを見るとき、芸妓と酒とを舟にのせて行った。両国の河びらき（毎年、五月二十八日の夜）の花火のときも、酒と女が伴侶となった。
　―
柳北はたいへん酒好きで、女をそばにおかねば仕事のできないような人だったから、お前もその点だけは似ないように……
（８）
。
柳北にとって酒は、天から賜ったすばらしいものであった。かれはたびたび住居をかえているが、いっとき隅田川にちかい、和泉橋の北
―
藤
堂家の上屋敷の西方
―
御徒町の通りの屋敷でくらした。嘉
（一八五四）
永七年（安政元年）家督をついでから、酒亭に通うことが多くなったものか。法事や
墓参の帰りみち、親せきの者や門人らを両国あたりの旗
き
亭てい
（酒亭、料理屋）に招いてもてなした。
公務（奥殿における侍講
（９）、編さんのしごと
―
役人代々記、大岡政要録、明君徳備考、徳川実紀など）のかたわら、自邸において詩会、和歌の
会、発句の会などをひらいた。いま柳北の遊
ゆう
敖ごう
嬉き
戯ぎ
（あそびたのしむ 跡をすこしたどってみよう。
柳橋付近の図
服部誠一著『東京　柳巷新史　一名　名情之世界　上』（出版人　早矢住民
治，明治19・5刊）より。
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安政五年十二月二日…………………
 この日、柳北（当時、二十三歳）は城中に出勤し、帰宅後、美妓「組八」 （十六、七歳のあどけない娘）と船宿でひそかに会った。
　　　　
十二月某日…………………
 柳北の妻がこの年のたなばたの夕に、はじめて女子を生み 十二月は宮参り（氏神に参拝する儀式）であったので、妻の実家・永井氏（主人は亡くなり、後家）は、柳北の友人・門人らを米沢町の酒楼に招き、祝宴をひらいた。このとき芸妓の「月券」と「組八」 （ 〝久米八〟をさす暗号）がよばれた。
安政六年（一八五九）三月十日……
 柳北は、一友と「組八」を舟に せ、白魚をとりながら 土手堤の桜をたん能した。
　　　　
四月十六日…………………「組八」と会った。
　　
同月…………… 潮
しお
干ひ
狩がり
の時期になると、家人・門人、 「組八」らと、前後二回品川沖に出かけた。のち「組八」との交情が断えた。
　　 　　　　 　
代わって現れたのが「喬氏」である。
万延元年（一八六〇）五月六日……
 柳北は二、三の友人をさそい、喬氏姉妹ととも 橋から舟にの 今
いま
戸ど
（隅田川西岸、現・東武伊勢崎線浅草駅
の北東一キロ）の料理屋「大七」で、 「喬氏」の妹の名
な
披び
露ろう
（名
なびろめ
広）を祝った。
　　　　
九月一日……………… 「柳橋新誌」の稿をおこし、十月脱稿。
隅田川堤の図
谷壮太郎著『掌中東京名所図絵』（旭昇堂蔵，
明治14・4）より。
むこう「永代橋」，てまえ「新大橋」（両国橋
の旧称）の図。
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代々幕府の儒官をつとめた家に生れた柳北は、幕末騎兵奉行、外国奉行、会計副総裁（若年寄） 、参政と
累るい
進しん
をとげた。江戸城の開城のさいは
主戦論をのべたが、その意見は容れられず、衆説が定まらぬなかで大いになげき、野にくだった。上野の戦争がはじまる数日前のことという
）（（
（
。
かくして柳北は、禄高三千石 会計副総裁、参政の地位をおしげもなくすて、家督を養子・信
のぶかね
包にゆずると、市井の人となった。多年、洪
こう
恩おん
を
うけた主君に骸骨をこい（官職を辞する意） 、市中の隠者となり、ふたたび世に出 かった。
やがて幕府がたおれ、維新の世になると、新政府は門閥任用の旧習をやぶり
）（（
（
、旧幕臣のなかからも有為の人材をとりたてた。柳北も出仕を命じ
られたが、固辞し、幕臣としての高節をまげなかった。維新後 成島家のくらしは、波瀾 富んだものであった。
幕府の顕官の地位をおし気もなくすてたのちの柳北は、住居を左記のように転々とした。
明治維新後………………………家族とともに向島須崎村
―
秋葉神社のそばでくらした。
明治二年（一八六九） 浅草森川町にかりずまいした。明治三年（一八七〇）夏
 日本橋箱崎町の古河藩主土井氏の邸内に住んだ。このころ馬喰町に商店（唐物屋？）を開いたが、半年もたたぬうちに閉店した。
明治四年（一八七一） 月… 箱崎町の住居を引きはらい、浅草本願寺中
―
敬覚寺の境内に転居し、同寺院の学舎で漢洋の学をおしえた。
　　　　　　　　　　　　　　
 　
この年、柳北は三十四歳。旗本永井氏から嫁した妻は、一女機
はた
をのこして没したので、外妾お蝶（もと柳橋の芸妓）
を正妻とした。
　　　　
 　
注・幕臣時代の柳北の遊興の跡、維新後の転居については、永井荷風の「柳北仙史の柳橋新誌につきて」 （ 『中央公
論』所収、昭和２・５）や前田愛編『
硯けんぽく
北
日録
―
成島柳北日記』 （太平書屋、平成９・
11）などを参照した。荷風の
稿は、柳北の日誌「硯北日録」にもとづいて書いた貴重なもの。 〝硯北〟とは、手紙のあて名の脇
わき
付づけ
（敬意を表す侍
じ
史し
、
机き
下か
など）の意。
年少のころ、かれは儒官のしりにしたがった。転じて騎兵二兵の隊長となり（騎兵奉行） 、さらに外国人を応接し、手間賃 とって働き（外国
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奉行） 、ついで銭米のあずかり人（会計副総裁）となった。が、やがて
天てん
竺じく
浪ろう
人にん
（やどなし）となり、
唐から
物もの
屋や
（輸入した雑貨を売買する店）をひ
らいたが、商売は失敗し、その後は寺院のいそうろうとなった（ 「転職の広告」 ） 。
これは幕末から明治初年ごろまでの暮らしをユーモラスに描いた柳北の文章を意訳したものである。かれは生活をささえる手段として、浅草の
東本願寺内の学塾で、もっぱら子弟に漢学と洋学 英語？）をおしえ、糊
こ
口こう
をしのいだ。
この私塾は、校名を「真宗東派学塾」 たは「東派学塾」といい、所在地は浅草松清町東本願寺であり、校主は大谷光
こう
勝しょう
（一八一七～九四、幕
末・明治前期の東本願寺法主。勤王の立場にたち、朝廷に軍費一万両、米四千俵献納した）といった。この学校は、明治四年（一八七一）十月に開設され、当時の生徒数は一四七名（うち五名は女子） 、教師は約四十二名であ 。
教科は、皇国の学・漢文学・筆道（書道） ・洋算（算術） ・英語などであった。 （ 「私塾開設年月等
調しらべ
―
明治６年１月開学明細調」 『東京都史紀
要
　
第十六
　
東京の英学』所収、東京都
　
都政史料館、昭和
34・３を参照） 。
柳北は家学である儒学や国文にこそ造詣がふかかったと思われるが、語学（外国語）のほうはどうであったのか。文久三年（一八六三）八月
―
柳北は突如、閉門を命じられた。以降、家のなかにとじこもって外出をひかえた。なぜ閉門となったのか、その理由はあきらかでないが、城
中における講釈や雑談のなかで大名や幕府政治を揶
やゆ
揄（からかう）したり、洋学（西洋学術）が世に益あるとおもい、その説を主張し、それが権
けん
官かん
（権力の地位にいる者）の忌いにふれた が真相のようだ。かれは三ヵ年の閉門のあいだ
―
文久三年（一八六三）から元治二年（慶応元年＝一八六五）まで
―
家にいて外国語と西洋事情の研究に没頭
した
）（（
（
。それは蘭学塾における修業といったものでなく、自学自修にちかいものであった。しかし、疑問点はときどき秘かに屋敷をおとずれる知友
に質
ただ
したり、教示をあおいだりしたようである。
まずオランダ語の文典をよむことから じめ、ついで英文典をよみ、さらにフランス語をかじったようである。閉門蟄
ちっ
居きょ
時代
―
仲御徒町にあ
ったその屋敷には、当時のそうそうた 洋学者
―
柳やながわ
河春三・福沢諭吉・神田孝平・箕作秋坪・宇都宮三郎・桂川甫
ほ
策さく
・安田次郎吉らが裏門から
出入りし、歓をつくした。
なかでも柳北がもっとも親しく交ったのは柳河春三（一八三二～七〇、幕末 維新期の洋学者、開成所教授）であり、莫
ばく
逆ぎゃく
の友
）（（
（
であった。いう
なれば両人は柳橋の耽溺者であり、あそび仲間であった。
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閉門中、柳北は語学書ばかりか、西洋の史書・地理書などもよんだようである。閉門をゆるされたのは、慶喜が十五代将軍についたときであり、柳北は慶応元年（一八六五）秋、歩兵頭並に抜擢され、さらに冬には騎兵頭並
となった。いずれにせよ、独習にちかい形で学んだかれの語学は、きわだったものではなかったと想像される。
明治五年（一八七二）の初秋
―
思いがけないことに、大谷光
こう
瑩えい
から、外遊に同行してほしい旨伝えられた。
この思いがけない誘いに、柳北は歓喜したようである。一
　
旧幕臣
　
柳北の外遊
―
フランス
　
イタリア
　
イギリス
　
アメリカ
明治五年（一八七二）九月十三日
―
一行は、新橋駅からだと人目につくおそれがあったので、品川駅から汽車にのり、横浜にむかった。横浜
に着くと、高島嘉右ェ門邸にいき、そこで一同脱出の成功をよろこんだ。このとき、皆僧服をぬぎ、かねて用意してあった洋服に着がえた
柳北は外遊するにあたって大きなトランク 手 入 、そこに衣類その他、必要なものを入れた。外国へ行くとなると、ことばが問題となるが、
たよりない語学の助
すけ
っ人
と
として「ヘボン辞書」と洋書（不詳）をもっていった。辞書は幕末から明治期にかけてひろく用いられたＪ・Ｃ・ヘボン
（一八一五～一九一一
―
アメリカの宣教師。日本名・平文）が編んだ和英・英和辞典である。が、どの版か明らかでない。初版は慶応三年（一
八六七）上海で印刷され、改訂・増補版は明治五年（一八七二）横浜で刊行された（北辰から刊行された同書の復刻版［昭和
41・
10］の「解説」
［松村明］を参照） 。
柳北がもって行ったものは『
改正
　
和英
増補
　
英
　
語林集成』 （第三版）か。
かくして一行は、明治五年九月十三日（一八七二・一〇・一五）の夜
―
月げつ
明めい
に乗じ、フランスの郵船「ゴダベリー」 （
G
odavery ）号（九六〇
トン）にのった。横浜を出帆したのは、翌九月十四日のことであった。 『ザ・ジャパン・ウィークリ・メイル』紙 「船舶情報」によると、同船は郵便物や雑貨をつんで、洋暦の十月十六日香港にむけて出帆している。一行の最終目的地は、フランスのマルセーユであるが、 地までゆく日本人の名前がのっている
マルセーユにむかう人々。
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＊カワジ
　　　　
川かわ
路じ
利とし
長なが
　　　　　　　　　
アネナ
ママ
・コジ
　　
姉小路公
きみ
義とも
　
マツオネラ
　　
？
　　　　　　　　　　　
＊イロンダ
　　　　
鶴田
　
皓あきら
＊カワナ
　　　　
河かう
野の
敏とし
鎌かま
　　　　
＊キサル
　　　　　
岸きし
良ら
兼かね
養やす
＊ナムラ
　　
名村泰
たい
蔵ぞう
　　
＊ヌマ
　　　　　　
沼ぬ
間ま
守もり
一かず
＊イノウヱ
　　　
井上
　
毅こはし
　　
＊マスダ
　　　　
益田克
かつ
徳のり
　
ナルシマ
　　
成島柳北
　　
セキ
　　　　
関
　
信三
　
フジワラ
　　
（新法主現
げんにょ
如上人の変名。
　
イチカワ
　　　　
石川舜台
　　 　 　　　
藤原光
みつ
栄なが
と名のった
）（（
（
）
　
マツモト
　　　
？
＊は司法省の一行八名であった。
柳北は「航西日乗」において、 「本邦人（日本人）ノ同航者多シ」としるしている。ゴダベリー号は、九月十四日の未明に横浜を出帆したのだが、当日風浪たかく、関や石川は船によい、船室から出ることができなかった。午後、
富士山を遠見した。翌十五日も風浪がたかく、船はゆれたので、食堂に出る者はすくなかった。この日、柳北はリンゴをはじめて食べたが、味はひじょうによかった。
十六日、風がようやくやんだ。船は薩摩の海路を航行していた。この日、開聞岳（薩摩半島南端）をのぞんだ。十七日、午後風雨にわかに起り、
船は動揺した。そのため柳北もベッドに横になって苦しんだ。十八日、十九日と船は木の葉のようにゆれた。
二十日、午前十一時ごろ香港（清国広東省）に着いた。乗客はみな歓呼の声をあげた。柳北らは午後、小舟に り上陸し、市街をあるき、のち
太ヴィクトリア・ピーク
平山
の公園に遊んだ。その後、ホテルドゥロープで酒をのんだ。ふたたび一酒店に入り、そこでも酒をのんだ。香港は盗賊が多いと聞いて
いたので、ホテルに泊らず、みな本船にもどって寝た。二十一日、朝おきると、別船に移るしたくをした。それより諸氏と上陸した。この日、アバディーン街に住む日本人六名と会ったり、つぎのような所を訪問した。
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太平山の水月宮（寺院）英華書院（
A
nglo-C
hinese C
ollege, ロンドン伝道会の学校。同印刷局で新・旧の聖書を購入した）
劇場（京劇？をみた）福興楼（このレストランでは、もち米を原料とする酒をのんだ）
日が暮れるころ本船にもどり、その後新造の「メイコン」号（三三〇〇トン）に移乗した。これはゴダベリー号の約三倍もある、大きな船であ
った。
二十二日、十二時、メコン号は香港を出帆した。その後、同船はサイゴン、シ
ンガポール、ポワン・デ・ゴール（セイロン） 、アデン、スエズ、ポート・サイド（エジプト北東部）と寄港と航海をつづけ、コルシカ島やツーロンをのぞみながら目的地マルセーユにむかった。
十月二十八日
―
早朝、ついにマルセーユに到着した。横浜を出てから約一ヵ
月半のな い船旅であった。ヨーロッパの玄関口
―
マルセーユは、柳北にはど
のように写ったのであろうか。
旧港には、無数の帆柱がみられた。港そのものは大きいが、狭
きょ
小しょう
（せまく、小
さい）におもえた。小舟をやとって上陸し、市街に第一歩をしるしたとき まずおどろ たのは、繁華壮大なる建物群であった。税関で荷物検査をうけ のちノアイユ街にある「グラントテル」に旅装をとい が ここでも広大で、りっぱなたたずまいに一
いっ
驚きょう
を喫した。
ホテルの前にみられるプランタナスの葉は、この時期とっくに黄葉し、ものさ
みしく舞い落ちていた。柳北は、食後、鶴田・名村・沼間ら司法省の連中と街中
マルセーユ港の図
『特命全権大使米欧回覧実記』（博文館，明治11・10）より。
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の数は、一二〇〇、二〇〇〇名の客を収容できた。屋内で蒸気を製し、それを用いて荷物をはこんだ（岡田攝
おさむ
稿「航西小記」 ） 。
しかし、当時のパリは、 〝パリ・コミューン〟 （労働者階級による革命）が、終そくして約一年後のことであり、市内のいたる所に内乱の疵
きず
あと
があり、修復中の建物もすくなからず見られた。
この日、柳北は午後一時、石川とともに日本公使館（ドゥ・ラ・レーヌ・オルタンス大
アヴニュ
通り二十六番地
―
モンソー公園にいたる通り。現・オ
ッシュ大通り）に弁務使鮫島をたずねたが不在であっ ついで留学生取締・栗本貞次郎（二等書記官、ドゥ・ラ・ペ街に住む）を訪れたが、当人も不在であった
）（（
（
。
に遊歩に出たが、ガス灯に照らされた街は、昼間のようであり、まるで安楽の世界であった。
柳北にとってマルセーユは、最初の西欧世界であったのであるが、同時にそれはは
なやかで立派な世界でもあった。翌二十九日は、諸氏とロンシャン宮（市の東部にある庭園）と美術館、動植物園・プラドー博物館（市の南部、海岸沿いにある）などを見学に訪れ、午後五時ごろホテルにもどった。
三十日、午前十一時、汽車にてマルセーユを発ち、田舎の景色をみながら、パリに
むかった。午後二時ごろ雨がふり出し、空は暗天となった。午後七時リヨン（フランス中東部の都市）に着くこ 、夜空と り 市街の煌
こう
こ々う
とした灯火をみた。やがて弁
当をひろげ、それを食べたのち、ひとねむり 目がさめたら、パリのリヨン駅に着いていた。
時に十一月一日（一二・一） 曜日
―
午前四時二十分であった。リヨン駅から馬
車にのると、カピュシーヌ街 「ル・グラントテル・ドゥ・ラ・ペ」 （一八六二年創業のオペラ座のそばの一流ホテル）に入った。このホテルも、マルセーユ 「グラントテル」と比肩する豪華ホテルであった。当時、こ ホ は、世界一であり、部屋
「ル・グラントテル・ドゥ・ラ・ペ」
ホテル（パリ）の図
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十一月二日、柳北らが滞在しているホテルは、パリの一流ホテルであっただけに費用がかさんだ。そこで公使館の外務書記生・後藤
　
常つね
と相談
した結果、下宿することに決し、午後四時ごろホテルを引き払い、新しい住居に移った。こんどの宿は、凱旋門にちかいロール・ビロン街の「ヴィラ・ロール・ビロン」
 V
illa L
ord B
yron （ 〝バイロン卿ホテル〟ほどの意）であった。
この宿屋には、旧幕臣、長州の留学生など五名が下宿していた。十一月三日、公使館に栗本をたずね、諸事をたくした。それより市内の下級のレストランで昼食をとったのち、仕立屋に行き、洋服をあつらえ
た。日本から着てきた洋服は、パリの車夫、馬丁ですら着用しない、おそまつなものであった。
十一月四日、この日、岩倉使節団の四等書記宮・池田寛治（一八四八～八一、のち長
崎税関長）に誘われ銭湯に行った。料金は一フラン。
翌五日、新服ができた。夕食後、諸氏と街頭を散歩し、六日は名村の下宿をおとずれ
た。それよりセーヌ川河畔を遊歩し、骨とう品店をひやかした。
十一月七日、午後ブーローニュの森 北端にある「順化園」 （動植物園）をおとずれ
た。この日、旧友の安藤太郎（一八四六～一九二四、旧幕臣。函館戦争に参加。岩倉使節団の四等書記官。のち外務省通商局長）が、ロンドンよりパリにやってきた。アメリカ事情（風土、人情）をかたり深夜におよんだ。
翌八日は日曜日、島地黙雷（一八三八～ 九一一 浄土真宗本願寺派の僧。のち女子
文芸学舎（千代田女学園の前身）を創設） 、坂田
乾けん
一いち
（一八五〇～？、当時西本願寺派
一行の通訳、中江兆民、西 寺公望と親交があった）らが下宿にやってきた。
安藤、池田らと、ブーローニュの森（パリの西郊）に遊び、のちカフェ・アングレで
昼食をとった。帰途 酔に乗じて、アンボワズ街（イタリア大通りの南側）の娼家にあがった。遊閑公子の柳北は、パリ滞在ちゅう、夜の歓楽をもとめて何度かなじみ 私娼と会っている。
ブーローニュの森
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明治６・３・４……エマ（フォテーヌ十三番地）　
〃
　
３・
15……ロッセル（パリ北東部モンマルトル）
柳北はパリにおいて西洋文明の粋をまのあたり見たのであるが、いまかれが直接観察したものを表にしてみよう。
明治５・
11・９……………………エリゼ官（大統領官邸） 、パノラマ館で普仏戦争の実景を写したものをみる。
　　　　
11・
10……………………
 日本公使館をおとずれ、長田銈太郎（一八四九～八九、旧幕臣。このとき外務三等書記官）と会い、一別以来の東京の変せん、ヨーロッパ各地の情況をたずね、この日の奇遇をよろこんだ。
　　　　
11・
11…………
 舜台とともに栗本をたずねた。午後、諸氏とダンス場（サン・トノレ街）を見学した。ここにやってくる者の大半は、遊び人の若者であり、売春婦も多いという。
　　　　
11・
12…………
 長田、安藤ら サン・ラザ ル駅よりヴェルサイユ（パリの南西方にある町）にむかい、トリアノン宮殿（離宮）をみた。
　　　　
11・
13…………
 新法王は、ブーローニュの森をみたいというので 同行し 。雨もようの天気だったので、森 中は静まりかえっていた。
　　　　
11・
14………… 骨とう店で、ローマの銀貨を手に入れた。
　　
11・
15……
 この日、沼間の引っ越し先（モンソー街）をおとずれた。また稲垣喜多造（一八四 ～？、旧幕臣。会計学 まなぶ） 、熊谷直孝（一八五〇～一九四二、旧幕臣。フランスで物理・化学をまなぶ） 、河津祐
すけ
之ゆき
（一八五〇～九四、旧幕
臣。教育制度調査に従事）らもやってきた。
明
（一八七二・一二・一六）
治五年
11・
16………………
 この日、イギリスより岩倉大使 がパリに到着し、旧トルコ公使館（プレスブール街）に入った。
　　　　　　　　
 宇都宮三郎（一八三四～一九〇二、尾張藩出身、科学技術をまなぶ） 、川路寛堂（一八四四～一九二七、旧幕臣。岩倉使節団の 等書記官） 、富田冬三（？、旧幕臣。岩倉使節団の租税権大属）らが、柳北の下宿にやってきた。
　　　　
11・
17……………… 宇都宮らと、 「
植
ジャルダン・デ・プラント
物園
」 （セーヌ川左岸）を訪れた。
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11・
18……………………
 シャノワーヌ（一八三五～一九一五、フランスの軍人。元幕府の軍事顧問。岩倉使節団の接伴掛）が、柳北をたずね、旧交をあたためた。午後、旧トルコ公使館をおとずれ、岩倉大使らと会った。
　　　　
11・
19………… この日、ダンス場をおとずれた。
　　
11・
20…… 夜、栗本、益田らをたずねた。
　　 　　　
 塩田三郎（一八四三～八九、旧幕臣。一等書記官、外務大記） 、小松
済せい
治じ
（一八四七～九三、岩倉使節団の外務七等
出仕） 、林
　
董ただす
（一八五〇～一九一三、岩倉使節団の二等書記官）らが、柳北の下宿にやってき、談話した。
　　　　
11・
21……………… 川路寛堂がやってきて 邦暦法が改まっ 旨をつたえた。
　　
（明治５・
12・
21）
　　
11・
22…………
 この日、 「オテル・コルネイユ（コルネイユ街五番地、リュクサンブール公園に面す）に移ることにした。
　　
夜、伊藤大
たい
輔ゆう
（博文） 、田辺、福地、小松、安藤らと、夜おそくまでむだばなしをした。
　　
11・
23（月）… 田辺、安藤らと入湯し、のちブーローニュの森へ行き、すこし酒をのんだ
　　
11・
24…………… この日、 「オテル・コルネイユ」に移った。
　　
11・
25…… クリスマス。諸氏は外出し、教会を見学した。柳北は病い（カゼ）のため、終日ベッドで寝た。
　　
11・
26…… この日より女教師ラグランが、諸氏に英語を教えにやってきた。柳北も受講することにした。
　　
11・
27（金） 語学教師がやってきた。柳北は午後 近く 銭湯に行った（代金五〇サンチーム） 。カゼのため早目に床についた。
　　
11・
28………… 林、小松らをたずねた。
　　
11・
29（日）
 長田と杉山秀多（一八四三～八〇、旧幕臣。岩倉使節団の検査大属、のち内務省権少書記官）と富田淳
あつ
久ひさ
（？、肥前
大村生まれ、工部省官吏、のち横浜税関につとめる）を「オテル・カプシーヌ」に ずね、ともに汽車で、サン・ジュルマン・アン・レー（フランス北部
―
イブリーヌ県の都市、パリより約三〇キロ）におもむき、フランソワ一世
が築いた城、博物館を見学した。
　　　　　　　　
 　
丘のうえにある酒場で、酒をのんだ。この地、眺望よく、モン・ヴァレリアン要塞（パリの西）を望見した。五時、
帰途についた。
　　　　
11・
30（旧
12・１）……カピュシーヌ街で髪を刈った。
明治６・１・１（旧
12・３）……
 新年の年賀のため、新しい洋服を着て 公使館におもむき、書記官と会った。シャンペンを供せられた。河野、鶴田
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のちシャノワーヌ氏宅におもむいたが、本人は不在であった。原田吾一が来訪。
　　
１・６……………………
 夜、米田がやって来たので、いっしょにオデオン座（パリの六区）に芝居を観にいったが、ことばがよくわからなかった。
　　　　
１・７（火）…
 夜、栗本が蜂須賀茂
もち
韶あき
の弟とともに来訪。
　　
この日、関
　
信三をロンドンに留学させることになった。
　　
１・８…………………
 ふたたびクリュニー中世美術館をおとずれた。
小室、川路、杉山らと会った。のちカプシーヌ街の酒場に寄り、小酌した。またこの日、凱旋門（シャルル・ド・ゴール広場）の屋上にのぼり パリの街を俯瞰した。
　　　　
１・２……………………
 いつものように語学をまなんだ。石川とシャルル・ビュラン（一八三七～七一、シャノワーヌ ともに幕府の軍事顧問として来日）宅を訪れたが、同人はオッシュ市で急逝していた（明治４・４・
11） 。帰宅
後、黙雷上人がやって来た。
　　　　
１・３（金）……………
 午後、公使館をたずね、新年を賀した。伊藤 山口らの副使 田辺、安藤らと会い、夜おそくまで話した。
　　　　
１・４……………………夜、リュクサンブール公園の花園をおとずれた。
　　
１・５（日）
 エコール街に島地黙雷 梅上広延（一八三五～一九〇七、大坂薩摩堀広教寺住職）をたずね、いっしょにクリュニー中世美術館（サンジェルマン通りとサン・ミシェル大通りの交差点にある）をおとずれた。
パリの凱旋門
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１・９……………………
 旅費為替の件で、栗本といっしょに割引銀行（九区
―
ベルジュール街十四番地）におもむいた。のち諸氏と廃兵院
（セーヌ左岸）をおとずれ、ナポレオンの棺や馬関戦争のとき、長州藩からうばった大砲（毛利家の記章がついたもの）をみた。
　　　　　　 　　　　　　
その後、パリの全市民に飲料水を供給している貯水場を見学した。
　　
１・
10（金）……………
 午後、米田と鉱山学校（リュクサンブール宮の南に位置）をおとずれた。
　　
１・
11……………
 石川舜台とともに書店を数軒まわり、書籍を数十部購入した。この日、メルメ・ドゥ・カション師をおとずれたが不在。のちロール・ビロンのホテルに諸友をたずねた。夜おそく下宿にもどった。
　　　　
１・
12（日）…
 原田をおとずれた。
　　
１・
13……………
 田辺、安藤らをたずね 夜、公使館 おとずれた。
　　
１・
14……
 栗本、田辺、安藤、長田、小松をたずね
　　
１・
15……
 終日、読書。
　　
１・
16……
 午後、外出し 途上仏海軍士官フゾン 会う。夜、公使館をおとずれ、長田、小野ととも 散歩に出、イタリア大通りの酒場に入り、一杯のんだ それよりゲテ・リリック座 右岸）に行き 芝居をみた。
　　　　
１・
17（金）…
 入江文郎をたずね サンスクリットについて質問し 黙雷上人が来訪した。
　　
１・
18……………
 坂田にさそわれ、再びゲテ・リリック座 行っ のちパレ・ロワイヤル（パリの盛り場）の一酒店でいっぱい飲んだ。
　　　　
１・
19（日）…
 いつものよう 語学 レッスンをうけた。それよりシャノワーヌ宅 おとずれ、往年の交誼 謝した。書斎にお て日本刀、江戸名所図絵など みた。それより岩倉大使の旅宿をおとずれ、晩さんを供さ こ とき肥田浜五郎（一八三〇～八九、旧幕臣。岩倉使節団の理事官）と会った。
　　　　
１・
20……………………
 舜台と海軍士官マナール（シェルシュ・ミディ街）宅をおとずれ 。帰途、サン・シュルピュス教会（六区）を見学した。
　　　　
１・
21…………
 現げん
如によ
上人とともに公使館、岩倉大使の旅宿をおとずれた。夜、河津、稲垣喜
き
多た
造ぞう
（一八四八～？、この時期、フラン
スで会計学をまなんでいた。のちフランス式簿記 日本に導入し ）らが、下宿にやってき
　　　　
１・
22（水）…
 現如上人とともに岩倉大使の旅宿をおとずれ、木戸・大久保らの副使とともに 砲弾の跡も生々しいパリ天文台（リ
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ュクサンブール公園の南に位置）を見学におとずれた。
　　　　　　　　　　　　　　　　
ついでシテ島の裁判所、サンテ刑務所と同附属病院などを見学した。
柳北はその後も、毎日のように出かけ、同胞と会ったり、諸処方々を見学におとずれている。たとえば、河岸通りのメゾンヌーヴ書店、地下納
骨堂（十四区、フェル・ロシュロー広場にちかい） 、演芸場（手品） 、国立工芸学院（三区、サン・マルタン街） 、サーカス場（三区、フィーユ・デュ・カルヴェール大通り） 、ヴァンセンヌの森、造幣局（六区、コンティ河岸） 、盲学校（七区、廃兵院大通り） 、普仏戦争の展示場、リュクサンブール美術館、馴化園、陶器製造所（パリ近郊の町セーヴル） 、ミュージック・ホール（九区、リシェ街） 、ブローニュの森、オデオン座 オペラ座（ル・ペルティ街） 、ヴェルサイユ宮などを。
柳北一行のパリ滞在は、岩倉使節団の滞在と、時期が重なる。岩倉一行がパリを離れ、ベルギーにむかったのは、
―
明治六年（一八七三）二月十七日（月）
であった。また柳北らがパリのリヨン駅より、イタリアへむかったのは、
―
明治六年三月十六日
であった。
イタリアへ。この日の午後三時ごろ、汽車にて出発し、ムラン
―
フォンテンブロー
―
ラ・ロッシュ
―
を経て、翌十七の早朝ポン・ダンに着き、その
まゝ旅をつづけモダヌ（仏伊の国境の町）を通過し、夜九時ごろトリノ（イタリア北西部の町）に着いた。同夜「オテル・ドゥロープ」に投宿した。
三月十八日、朝食後、ト ノを発し、同日の夕刻、ミラノ（イタリア北部
―
ロンバルディア州の州都）に着き、 「オテル・ドゥ・ミラン」に
投宿した。
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３・
19（水）……
 朝食後、ジョゼフ・デローロ（生没年不詳、横浜に生糸貿易の支店を出したイシドーロ・デローロの弟。同人は日本語に通じていたので、柳北らのイタリア旅行のガイドとなった）の住居（クサーニ街十八番地）をたずねた。
　　　　　　　　
 　
それよりヴィットリオ・エマヌエレ二世の回
ガレリア
廊、ブレラ美術館、ティチネーゼ門をおとずれたのち、芝居をみた。
３・
20……………
 朝、市街を散歩し、茶をのんだのちホテルにもどった。デローロの案内で、ミラノ一の料理店「コーヴァ」で昼食をとった。
　　　　
 　
それより出版業と日刊紙『イル セコロ』を発行しているエドアルド・ソンツォーニョ（一八三六～一九二〇）の家を訪れた。そ
の後、サンカルロ・アル・コルソ教会（エマヌエ 二世通り） 、自然史博物館などを見学した。同夜、デロ ロをホテル レストランに招き 供応した。
翌二十一日（金）十時、ミラノを発し、ヴェネチアにむかった。デローロは駅頭まで見送り、ミラノの地酒二びんをはなむけとして贈った。車
中、左に風景のよいガルダ湖をみ、午後五時ごろヴェネチアに着き、 「ホテル・ラ・ルーナ」 （サン・マルコ広場の裏手に位置）に投宿した。
ヴェネチアで柳北らを出迎えたのは、中山右
う
門もん
太た
（一八三九～一九一一、旧幕臣。幕府騎兵差図役頭。当時、ヴェネチアの総領事）の使い、田
中健三郎（一八四五～一九〇八、広島藩士族、外務書記官としてローマ公使館に勤務）であった。夕食後、 を散歩した。
３・
22（土）……
 舟をやとって、ホテル前の
潟ラグーナ
（かた）を遊覧した。それよりサンマルコ大寺院、ガラス工房、イエズス会の教会、サンタ・マリア・
グロリオーザ・ディ・フラーリ教会、カルミニ教会などを見てまわった。
３・
23（日）……
 舟にのりムラ ノ島（ヴェネチア潟にうかぶ五つある小島のうちの一つ）に渡り ガラス工房、ガラス博物館 どを見学。それよりサン・ミケーレ島（墓地の島） 、サン・ミケーレ教会などをみた。
　　　　　　　　　
同夜、街中を散歩した。
三月二十四日、朝早く朝食をすませ、駅にむかい、五時四 分発の汽車にのり、フィレンツェ（イタリ 中部、トスカナ州の州都）を目ざした。
途中、ボローニャ（イタリア北部）をすぎ、フィレンツェには、午後五時四十分ごろ到着し、 「オテル・ドゥ・ミラン・テルミヌス」 （チェレタニ街）に投宿した。夜、街中を散歩した。
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３・
25（火）……
 馬車をやとい、まずドゥオーモ（大聖堂）を訪れ、ついでヴェッキオ宮殿、ピッティ宮殿、サンタ・マリア・ノヴェッラ教会などを見て巡った。
同夜、八時五十分発の汽車にのり、フィレンツェよりローマにむかい、翌二十六日の早朝ローマに着き、 「オテル・ド・ミラン」 （コロンナ広
場）に旅装をといた。昼食後、サン・ピエトロ大聖堂をおとづれた。
３・
27……………
 馬車をやとい、市内の名所を巡覧し パンテオン宮殿、コロンナ広場、サンタ・マリア・デル・ポポロ教会、スペイン広場の噴水、聖母マリアを戴くローマ式記念柱、トラヤヌス帝の円柱、サン・ルーカ美術学校、セッティ・セヴェロの凱旋門、フォロ・ロマーノ（古代ローマの遺跡） 、サトゥルノの神殿、フォカスの記念円柱、カンピドーリオ（市庁舎） 、アントニヌスとファウスティナの神殿、ロムルスの神殿、マクセンティウスのバジリカ（古代ローマで裁判や集会に用いた建物） 、コロッセオ（闘獣場） 、ティトゥス帝の凱旋門などを。
　　　　　　　　
 　
ついでサンジョヴァンニ・イン・ラテラーノ大聖堂、サン・ピエトロ・イン・ヴィンコリ教会、トレヴィの泉、クィリナーレ宮殿、
ピンチョの丘 見てまわった。夜は芝居をみた。
３・
28（金）……この日も馬車をやとい、各所を巡覧した。
　　　　　　
 　
ボルゲーゼ美術館、 タ・マリア・デッラ コンチェツィオーネ教会、ドーリア パ フィーリ宮、マルケルス劇場（円形競技
場） 、ユダヤ教会、ファルネーゼ宮、サンタ・マリア・イン・トラステヴェレ聖堂、サン・ピエトロ大聖堂（ヴァティカン） 、サン・パウロ・フォーリ・レ・ムーラ教会などを。
３・
29……………午後、市街を散歩し、骨とう品店で、エジプトの古神像やローマの涙つぼを入手した。
３・
30…… 溶岩でつくった諸玩具を購入した。夜、トスカーナ女性・アルハ（娼婦）の家 訪ねた。
３・
31…… 午前中、コルソー スペイン宮をおとずれた。
午後二時の汽車で、ローマよりナポリ（イタリア南部、カンパニア州の州都）にむかった。ナポリには夜九時半ごろ到着し、柳北だけは「オテ
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ル・ドゥ・ジェネーヴ」 （Ｓ・ジウゼッペ街十三番地）に投宿した。他三名は「オテル・サントラル」 （メディナ街七十二番地）に投宿した。客室がふさがっていたためである。
４・１……………
 当地の博物館を巡覧するために馬車をやとった。まず手はじめに国立考古学博物館をおとずれ、のちヴォメロの丘の要塞、サン・マルティーノ修道院などをたずね、庭園より海上を望んだが、眺望はひじょうによかった。
　　　　　　　　　
その後、レアレ宮をおとずれた。夜、諸子とテレザの家（娼家）を訪ねているが、だれと行ったのか？
４・２（水）……
 午前九時、ナポリより馬車にのり、古代都市ポンペイの古蹟をたずねた。午後二時半に目的地に着いた。
　　　　　　　　
 　
火山灰で埋没したポンペイの旧跡には、商店や役所、劇場、闘
獣場、教会などもあるのだが、とくに奇異に感じられたのは娼館であった。
　　　　　　
 　
門に石柱があり、その上に〝男根〟を刻し、中 入ると、食堂
の壁に魚の密画を 寝室の壁には春画がえがかれていた。
　　　　
 　
見物をおえ、カフェでひとやすみし、ブドウ酒を んだ。が
ブドウ酒もスイカも、値段はひじょう 高かった。
同夜十時すぎナポリを発し、パリにむかった。四月三日の午後六時四十分ローマに
着き、夕食をすませたのち九時汽車をかえ、北上し、フィレンツェ
―
モデナ
―
ピ
アチェンツァ（イタリア北部）
―
トリノ
―
モダヌ（フランスの国境の町）
―
キ
ュロスを経て 四月七日（月） 午前六時五十分ごろ、パリに帰着した。柳北はふたたび、元の下宿に投じた。が、古里に帰ったような気がした。
朝食ののち公使館におもむき、長田書記官と会った。その折、養子・成島謙吉がパ
ポンペイの旧跡
（22）321
リに来ていることを知った。午後、小野弥
や
一いち
（一八四七～九三、旧幕臣。パリで経済・統計学をまなぶ）と謙吉に会った。柳北は故国を出てはじ
めて、家族の消息をくわしく聞いた。夕方、入江をたずね、また謙吉とジュルベール街（九区、オペラ座のちかく）の酒店で小酌した。
４・８（火）……午後、 「グラントテル」におもむき、大久保利通と会った。４・９……………入江その他の諸氏と会い、午後リュクサンブール公園を散歩し、クリュニー中世美術館を見学した。４・
10……………
 謙吉と会った。深沢
勝しよう
興こう
（？～一八八三、肥前大村藩士族、大蔵省七等出仕）をグラントテルにたずね、料亭「ディネル・エウロ
ペエン」 （ル・ペルティエ街二番地）で晩さんを供にした。
４・
11（金）…
 この日は聖金曜日（キリストの死去を記念する日）であり、各教会は参詣人でいっぱいであった。名村泰蔵（一八四〇～一九〇七、司法省七等出仕、のち大審院検事長）や深沢らの来訪をうけ、夜には長田をたずね、謙吉の留学の件について相談した。
４・
12……………新法王と松本白華はドイツへ、柳北と石川舜台は、イギリスへむかうことに決した。
４・
13（日）
 高畠五郎（一八二五～八四、旧幕臣 兵部省出仕。ウィーン万国博覧会視察のため渡欧）を「オテル・ジブラルタル」 （八区、スレーヌ三十 番地）たずね、共にルーブル美術館を見学し、それより公園を散歩した。
４・
14……………
 小野と銀行にいき、あずけた金の受取りについて談じた。夜 高畠五郎と「ゲテ・リリック座」で芝居をみた。
４・
15…… 銀行におもむいた。イタリア街のレストランでエビをたべた。夜、長田をたずねた。
その後、シノワーヌやロニと会ったり、海軍製図局、ビュット・ショーモン公園、サン・ジェルマン・アン・レイ（パリの西郊） 、タバコ工場、
アンヴァリッドの軍事博物館などを訪れたり、知人らと別宴をひらいたりし、四月二十七日（日）の朝、北駅より七時三十五分発の汽車にのりイギリスにむかった。パリ滞在は、前後四ヵ月、ふりかえってみると、なごり惜 い気持がつよかった。
イギリスへ。午後一時二十分ごろ、カレーに着いた。昼食をすませたのち、小汽船にのった。ドーヴァー海峡は風雪はげしく、荒れもようであり、五十余名
の乗客のほとんどは船によった。二時間ほどして、対岸のドーヴァーの町に着いた。それより再び汽車にのり、ロンドンをめざし ヴィクトリア
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駅に着いたとき、時計の針は午後六時五十分を指していた。
チャーリング・クロスの「ゴールデン・クロス・ホテル」に投宿した。丸一日、汽車や船にゆられての旅、つかれたので早く床に入った。
４・
28（月）……
 大倉喜八郎（一八三七～一九二八、大倉組商会を設立。この時期、商業視察のため、欧米各国を巡歴中。のち男爵）と手島精一（一八四九～一九一八、旧沼津水野藩士。岩倉使節団の通訳。のち文部省学務局長）らの下宿をおとずれ、下宿の件を相談した。のち日本公使館（ヴィクトリア駅の北西
―
アッパー・ベルグレイブ街）をおとずれ、岡田好
よし
樹き
（生没年不詳、長崎出身の内務官僚。駐英
公使館書記。のち内務省図書局大書記官）と会ったのち、ケンジントンに住む武田昌
まさ
次つぐ
（生没年不詳、内務省勧業寮出仕）を訪問した。
　　　　　　　　
 　
この日、夕食をすませたのち、バッキンガムパレスロード一四六
番地の下宿家 移った。一週三ポンド。
４・
29……………
 午後、武田が下宿 や てきた。夕方、益田
克かつ
徳のり
（一八五二～一九
〇三、佐渡出身の実業家。幕兵として戊辰戦争に参加。維新後、慶応義塾にまなび、司法省出仕 岩倉使節団に後発参加）と手島らと散歩に出、ネルソン記念碑（トラファルガー広場） 、国会議事堂（テームズ川河畔） 、ウオータールー橋などを見 地下鉄にのち帰宅した。
４・
30（水）……
 ウェストミンスター橋をみた。午後、
菊きく
池ち
大だい
麓ろく
（一八五五～一九一七、
数学者、教育行政官。ユニヴァーシティ・カレッジ、ケンブリッジにまなぶ）を ずねた。夜、関
　
信三と堀川五郎（生没年不詳、明
治五年、西本願寺の命で赤松連城とともにイギリスに留学。のち京都・専修寺の住職 らが訪 てきた。
５・１……………
 大倉、手島らと
旧ザ・シティ
市街
にあそび、両替店（銀行？） 、王立取引所、ハ
イド・パーク、サウス・ケンジン ンの博覧会場などを見学した。
チャーリング・クロスの駅および街の図（ロンドン）
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八～九一、キングス・カレッジの中国語教授。
T
he C
hinese and Japanese R
epository  を編輯。明治六年に来日し、開成学校で英文学・
論理学をおしえ、のち築地居留地に英語学校（ 「サンマー学校」を設立）をたずねた。
　　　　　　　　　
のち大英博物館をおとずれ、各国の古幣に目をみはった。
５・７（水）……
 川村
純すみ
義よし
（一八三六～一九〇四、旧薩摩藩士。この時期、海軍
少しょう
輔ゆう
）をたずねた。のちリージェント公園（ロンドン最大の公園）
内の動物園をみた。帰宅後 益田、富田らが下宿にやってきた
５・８……………
 この日、ユニバーシティ・カレッジ・スクール（ロンドン大学の附属高校）をおとずれ、菊池大麓や同校の副校長Ｅ・Ｒ・ホートン
　　　　　　　　　
夜、大倉、益田らと公使館をおとずれた。
５・２……………
 ロンドン橋、ブラックフライアーズ橋を見、リージェント街（ロンドンの中心部の繁華街）をへてチャーリング・クロスに出て古貨幣を売る店に寄った。
　　　　　　　　
それより王立総合技術学院をおとずれ、器械類をみた。
５・３……………
 吉田二郎（一八四二～一九〇五、外務官僚、のち外務省記録局・会計局局長、ロンドン総領事）をアレクサンドル・ホテルにたずねた。ハイド・パーク前のウェリント 公 像をみた。
　　　　　　　　
 　
午後、赤松
連れん
城じょう
（一八四一～一九一九、浄土宗本願寺派僧侶） 、が来
訪したので、共に諸所を見学した。
　　　　
 　
バッキンガム宮、セントジェームズ公園、インド博物館 ウェスト
ミンスター寺院などを見てまわり、夜はアルハンブラ劇場（レスター広場の東側）に行き、カンカン・ダンスなどをみた。
５・４（日）……
 菊池大麓、武田らと共に汽車にのり、王立キュー植物園に遊び、
花か
卉き
・
ヤシなどをみた。
５・５……………市内の銭湯に行った。料金は六ペンス。赤松がやってきた。５・６……
 武田がやって来たので シティに住むジェームズ・サマーズ 二
セントジェームズ公園の図
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らの案内をうけ、古典語・フランス語・数学などの授業を参観した。
　　　　　　　　　
それよりマダム・タッソーのろう人形館を見学した。
５・９……………
 書店におもむき、書物数十冊もとめた。それよりホワイト・スター汽船会社（一八七〇年創業、タイタニック号事件をおこした）を訪れ、船旅の件を問合わせた。アメリカまでの渡船費および米国の汽車賃、太平洋航海費など、この会社にまとめて払うことに 。（リバプールより横浜まで、締めて九八ポンド十一シリング） 。
　　　　　　　　
 　
手島、長沢惟
これ
和かず
（一八四三～九三、旧庄内藩士、戊辰戦争のとき周施方。のち山形県官吏）らと地下鉄にのり、横浜と取引のある
会社をおとずれた。
　　　　
 　
夜、関信三とジョージ・ハミルトン（一八四五～一九二七、保守党の政治家。明治七年［一八七四］インド省政務次官）の家をた
ずねた。このときココナツの実を供された。
５・
10（土）……
 赤松連城とロンドン塔を見物した。夕方、安川繁
しげ
成なり
（一八三九～一九〇六、旧棚倉藩士。官吏、実業家、明治五年高崎正風らの左院
使節団に随行し、欧米各国 めぐる）が、下宿にやってき
５・
11……………
 大島圭
けい
介すけ
（一八三三～一九一一、旧幕臣。戊辰戦争に参加。明治五年吉田清成に随行し、欧米各国をめぐる。のち枢密顧問官）をガ
ワー街にたずね、ともにクリモーン公園（テムズ川 ほとり チェルシーとフラムの間にあった遊園地）をおとずれた。夜になり灯火がともるころ、人で雑とうした。
その後、大英博物館、ニューゲート監獄、
水クリスタル・パレス
晶宮
（ロンドン南郊シドナム） 、ウィンザー城などをおとずれ、五月十九日寺島公使に
謁えつ
した翌
二十日（火）の午後二時四十五分
―
ユーストン駅より石川舜台とともにロンドンを発し、リバプールを目ざした。リバプールに着いたのは、午
後八時ごろ、セント・ジョンズ・ホテルに投宿した。
翌二十一日は、馬車にて波止場（ウォーター街）をおとずれ、それより散歩し、港口の風景をのぞみ、ふたたび馬車にのりプリンセス公園をた
ずねた。そのあと大浴場（クロムウェル街）に行った。
アメリカへ。五月二十二日（木）
―
午前中、リバプール市街を遊歩したのち、午後四時はしけにのり、蒸気船「セルチック」号（三、八八八トン）におも
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「当
とう
節せつ
（このごろ）は
向むこう
島じま
に引
ひっこ
越し
　
教授翻訳をいたし
　
静しず
かに世
よ
を渉
わた
る
志
こころざし
也なり
」 （長
おさ
田だ
銈太郎宛書簡
―
明治７・１・
17付）といっている。
外遊後、柳北はまずこれまで通り漢学や語学をおしえ、しごとの片手間に翻訳をすることを考えていたようだ。
柳北は片雲の風に吹かれるように、思いがけず大谷光瑩一行の通訳兼会計係として、外遊に同行したのであるが、 「航西日乘」からは、文明開
化の西欧世界
―
西洋文化をじぶんの目でみたときの感懐（想）といったものはあまりみられない。旅行中はけっこういそがしく、じっさい見聞
したことやその印象を筆まめに記す時間はなかったようだ。ともあれ 現如上人より同行を請われたとき、 「
余よ
ノ
喜よろこ
ビ知ル
可べ
キナリ」 （ 「航西日
乘」 ）といっている。よほどうれしかったの あろう。かれは西遊の途につくとき、ヨーロッパやアメリカをどのようにイメージしていたのであろうか。
むき、これに乗船した。
船は左舷に灯台をのぞみ、北にむけて走り、外洋に出ると西にむかった。翌二十三日
の午前十一時ごろ、クィーンズ・タウン（アイルランド南西部）の港に着き、多くの旅客（移住者）をのせた。その後、ニューヨークに着くまでの約一週間 航海は、風波高く、寒気と霧につつまれ 荒天であったが、六月一日（日）の夜十時ごろ、ニューヨークに到着した。
柳北と石川舜台は、ニューヨークよりデトロイト シカゴを経、サンフランシスコに
着くと、そこから「グレート・リパブリック」号にのり故国をめざし、横浜に着いたのは、明治六年（一八七三）六月二十三日 夜であった。
七月、新法王といっしょに帰国したのは、松本白華ただ一人であった。関信三は イ
ギリスに残った。
帰国後、柳北が考えていた理想的なくら 方は、関
かん
雲うん
野や
鶴かく―
世をはなれて、ゆうゆ
う自適の境涯であり、なんとか糊口をしのぎ、のびのびと毎日をたのしくすごす生活であった。
ニューヨークの高架鉄道
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書物や幕府軍事顧問団員（フランス人）が語る異国のはなしから、早くから西洋にたいする憧憬があったようだ。パリに着いて間もないころに
詠んだ漢詩のなかに、 「十
じっ
載さい
　
夢ゆめ
は飛
と
ぶ
　
巴パ
里リ
城じょう
」 （十年のあいだ、パリの市
まち
のことを心におもっていた）という文章がみられる。
あこがれの地であったヨーロッパ
―
その玄関口
―
マルセーユに上陸したとき、まずおどろいたのは、はなやかで立派な町の佇
たたず
まいやガス灯
であった。パリの市街をみてうけた印象は、これとほぼ同じものであり、精美な道路や豪壮な建物がならんでいることであった。
かれがじっさい目にしたフランス、イタリア、イギリ 、アメリカの文化相は、建物や公園が中心であり
―
庭園・宮殿・動植物園・美術館・
博物館・教会・凱旋門・廃兵院・貯水場・鉱山学校・裁判所・監獄・造幣局・陶器製造所・ガラス工房・神殿・闘獣場・古代の遺跡・国会議事堂・橋・銀行・取引所・城などが、そのおもなる観察対象であった。
柳北はこれらの個々の建物について
寸すん
描びょう
（スケッチ）をおこなっているが、いずれも淡々とした記述であり、世態・人情・風俗面の描写はす
くなく、おもしろ味に欠いている
かれは各国巡遊中に目にしたもの、直接的 感じと ものを、漢詩に詠んでいる。それを意訳したものを左にしるす。
［柳北の漢詩にみるパリ、ヴェネチア、ロンドン観］［パリ］　
建物、道路
　　
 家屋や道路がりっぱなことに驚嘆する。りっぱな建物がセーヌ川に影をおとしている。男や女は、あでやかに着飾って大勢歩いている。
　
富貴
　　　　　
 世界の富が、このパリにあつまっている。店には南の海のサンゴや北の山の宝石などが並べられている。
［ヴェネチア］　
運河
　　　　
 いくすじもの運河 大きな川 流れこんで 美しい彩色の舟（ゴンドラ）や彫刻 施した柱が、水面に映っている。女性は花を売り、男は笛をふく。
［ロンドン］
　　　
 汽船のけむりと汽車 けむりがいっしょ なっている。四方を見渡しても、暗くて空もみえない。一陣の風 吹い きて、スモッグを吹き散らして れた。ロンドン橋のうえの夕日がうつくしい
　
制度
　　　　　
 あゝ、イギリスの制度は、よい制度である（明治６・５・
16付）
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市民
　　　　　
 この国のどこへ行っても、寒さや飢えを訴える者はいない。女王はなにもせず、宮中の奥にいる。王室は庭園を解放し、国民とたのしみを共有している。動物までがのんびりしてい 。
これらの描写は、じっさい目にした光景と幻影と想像とをないまぜたものである。ここで慶応三年（一八六八）に、徳川民部大輔昭
あき
武たけ
（一八五三～一九一〇、水戸藩主、パリ万博のときの使節）に随従し、フランスにおもむい
た砲兵差図役・木村宗三が実見したものと、柳北が描いたものをくらべると、観察点において、よい対象をなしている。後者のほうが、はるかにおもしろい味がある。
［マルセーユ］　
港
　
建築物
　　　　　　　
 当地は、日本なら大坂みたいな所である。大きな船が、五六百隻も舫
もや
っている。建物は三階より七階まである。旅宿は七
階建てであり、下をみおろすとめまいがす 家は寺か宮殿のようである。
　
　　　　　　　　　　　ガス灯（石炭ガスを管で通じ、これに点火する装置の 火）
　　　
 街中のガス灯 昼よりあかるく、舞台を観てい ようであり、役者はいずれも美しい婦人である。
［パリ］　
ホテル
　
風俗
　　　　　　
 パリの宿（ 「グラントテル」 ）は フランス第一の宿屋であり、座し の数は数千と う。パリの風俗はどうか パリ子は華麗をこ む。日本のあか
00
のついた衣服着ては、とても恥かしくて外出もできない。市中で犬にほえられるだけである。
　　　　 　　　　　　　
婦人などの立派なこと、天
てん
女にょ
（女神）のようである。和服ではそばに寄ることもできない。
　
パリの不
ふ
夜や
城じょう
　　　　　　
 パリの夜の気
け
色しき
（ようす）は、日本の山
さん
王のう
祭まつり
（千代田区永田町にある日枝神社の祭礼）のときのようである。市中は軒
けん
灯とう
（灯火）をてらし、毎晩白昼のようである。だから明かりなどは必要ないのである。
　
人情とあきない
　　　　　
 おしなべて人情は、京都のようである。とにかくフランス人は、利（益）をうることを第一としている。ものをもらっても、 返しはないようである。
　
ドロボウ
　　　　　　　　
盗ぬすっと
人は多いようだ。
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盲人、こつじき
　　　　　
 物ごいは少なく、盲人で体の不自由な者が物もらいをしている。日本のように壮年（はたらき盛りの者）のこつじきは一人もいな 。
　
土地のありさま
　　　　
 フランスには山 たくさんあるが、高山は見あたらない。水田はなく、畑ばかりであり、麦や野菜、くだも をつくっている。田畑において、糞を用いず、みな海にのこらず流すそうである。荒山、荒野はない。
　
季節
　　　　　　　　　　
気候は日本より 寒く、雨は少な ほう ある。
　
城郭
　　
城は日本のものと異なり、寺院のような形をしている。
　
農作物
　　　　　　　　　
 フランスには、竹 子やうど（うこぎ科の多年生植物）は見当たらない。木の芽の田楽焼き、竹 子めしがある日本は、めぐまれている。
　
魚
　　　　　　　　　　　
 魚には生シャケ、いわし、ぼら、えそ 暖海に住むエソ科の魚 そ 他がいる。
　
しょう油
　　　　　　　　
 しょう油 いっさいなく、煮焼きには塩で味をつける。
　
水
　　　　
水はいたってよ 。
　
酒
　　
 酒もたくさんあるが、酔っ払 は見かけない。われわれ一同はあつま と つも日本の酒のことをうわさしている。
　
博覧会場の柳橋の芸者
　　
 日本から来た芸者は無
ぶ
細さい
工く
（顔かたちがよくない）であり、外国人の見世物になっていてかわいそうである。
　
日本人のひふ 色
　　　　
 日本女性の肌の色と西洋婦人のそ とを比べてみる 日本人の皮膚の色は、 〝唐
から
金かね
〟 （銅とすずの合金）のように思える。
西洋女性の美
び
麗れい
にはおどろくばかりである。
注・
江エスダブリュー
洲朶撫流「明治以前外国旅行の有様と洋行者の感想一班」 『明治文化研究
　
新舊時代
　
第三年・第五冊』 （五月号所収、昭和２・５）にのった木村宗
三の書簡六通の内容を摘記し、意訳したもの。江洲朶撫流とは、渡辺修二郎の名前
 S
hūjiro のＳと苗字
 W
atanabe の頭文字Ｗを漢字で表記したものと考
えられている。
柳北にとっていちばん滞在が長かったのはパリであり、約四ヵ月ほどすごした。パリに着いて一週間ほど経た明治五年十一月十六日（一八七
二・一二・一六）の夕刻
―
ロンドンを発した岩倉使節団は、パリに到着した。この一行には旧幕臣で、いまは新政府の官吏として陪従している
者が多かった。その大半はかれの知己であり、一日雪がふるなか、大使の旅宿におもむき、かれらと旧交をあたためた。
そういった元徳川の臣は、薩長にたいする往時のうらみをいま一夢に帰し、かれらの手足となって、その用をたしていた。柳北は晩さん後、か
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れらとよもやまの話をしているうちに、夜はしんしんとふけ渡り、午前二時すぎ馬車を馳せて宿にむかった。
途中、飛雪は粉々として舞い、ガス灯は白昼のように光を放っていた。深夜であるから、道ゆく人もいない。くらがりのセーヌ川河岸の雪景色
は、えもいわれぬ奇観と情趣（おもむき）に富むものであった。風流な人は、むかしから〝雪月花〟を愛し味わおうとするところであるが、このとき柳北は、おもわず日本の風景を想いだしたようである。
それはかつて亡友と、正月の中旬
―
雪のふる日、名妓三名と美酒一たるをかかえ、柳橋より舟にのり、柳島に遊んだときの雪の景色であった
（ 「面白カラズノ雪」 ） 。
あとがきここで東西両本願寺の一行や岩倉使節団が、ともにヨーロッパ各国の風物（風俗や事物）や文化相をみたときの異同点、共通点などを対比して
みると、それぞれの観察点がよくわかる。が、いまはそれをはぶく。
西本願寺派の島地黙雷は、精細な渡欧日記（ 「航西日乘」 ）を、また東本願寺派の成島柳北は海外見聞記（ 「航西日乘」 ）をそれぞれ書きしる 、
『米欧回覧実記』は、大政官書記官・久米邦武によって編まれたものだが、久米の単独執筆である。この三つの見聞談は、それぞれの目的と抱負のもとに書かれ、また日々のできごとや見物したものの感想を記録したも である。
これら三つの記録から読みとれるものは何な か。島地、成島 久米らに共通 いるのは、じっさいわが眼で見たり聞いたりしたも をすな
おに、ときに『米欧回覧実記』のように諸書を参酌して記したものである。が、かれらの観察対象は
―
文明開化の域内にあって、西洋文化の具
体的なかたちとしての産業施設、諸公共機関、各種の学校など、
―
要するに建造物や施設といった西洋文物の状況と中味であった。
東西両本願寺の僧侶の渡欧は、宗門（ ）の生きのこりの途をさぐり、 〝異教ノ大患〟 （キリスト教にたいする懸念）を調査するといっ 大目的
があったから、 れらは遊山客のように ただ諸処 建物や景観（け き）だけを見て満足するわけにはゆかなかった。かれらは西洋語を一
ひと
言こと
も
解することができなかったが、あらゆるつてをもとめて聖職者 学者に接近し、通訳（日本人留学生） 眼や口を借りて、各宗教の本質に迫ろうとした。
ことに西本願寺派の島地黙雷のばあいは、使命感がつよく、パリの生活にも れ ヵ月ほど経つと、早速レオン・ドゥ・ロニ（一八三七～一九
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一四、当時パリ東洋語学校日本語科教授）と接触し（明治５・４・
17） 、その約二週間後にカトリック僧ザラーと会い、そのおしえをうけるよう
になり、さらにその十日後あたり（５・
11）にシルー師を知り、何度もその講話を聞いている。
ロニははじめ東洋語学校で、中国語・アルメニヤ語・マレー語などを学んだが、日本語は独学であったらしい。衒
ペダント
学者の異称もある。助詞（ 「て
におは」 ）を解さなかったから、いわんとするところがよくわからなかったという（栗本鋤雲の証言
）（（
（） 。ザラー、シルー両師とは、どんな会話がな
されたのか、その中味についてはわからない。
東本願寺派の松本白華は、キリストが生まれる以前の教義と、キリストが生まれてからの教義
―
旧約聖書と新約聖書のちがいについて興味が
あり、ロニを訪ねたとき（その日時は不明）に質問し ところ、ヴォルテール（一六九四～一七七八、フランス 作家、フランス啓蒙期の思想家）やルナン（一八二三～九二、フランスの歴史家・言語学者・批評家）の書をもって指示せられたという（石川舜台述「耶蘇教秘密説
　
緒言」 ） 。
島地、成島、久米らは、滞欧中、毎日のように外出し、精力的に建物の見学や視察に、あるいは人と会うことに時をついやしている。が、成島
の「航西日乘」には、異教についての記述はほとんどみられない。 ず の国を訪れてもかれがいちばん関心があったのは、酒をのみ、自然をたのしみ、漢詩をつくり、風流をたのしむこと、また花
か
街がい
柳りゅう
巷こう
（いろざと）にあそぶことであったにちがいない。
島地については後述するように、外遊から日 に持ちかえった認識は多いが、柳北のばあいは視野がせまく、認識の範囲は 人間の情の同一性、
風流や情痴（色情に狂う）にかぎられているように思える。かれ 遊興 徒であっ から……。柳北は一年あまりヨーロッパに滞在し、日本人とヨーロッパ人との〝
じょう
〟の違いに注目したが、国籍や人種が異っても、人情（人としての感情、情欲、人間らしい心）に差異がないことを知った。
見識のせまい学者は、こんなことをいっているという。
―
ヨーロッパ人は、実利主義者であり、風流を解さず、
情じょう
痴ち
に溺れる（色恋にまよ
い、理性をなくすこと）ことはない、と。これ うそであり、柳北の観るところ、どこの国へ行っても、 〝情〟はおなじなのである（ 「花柳春話
　
題言」 ） 。［島地黙雷のヨーロッパ報告］島地は本
ほん
刹さつ
（西本願寺）に、じぶんが各国で見聞した所感（感想）を書き送っている。
―
その主なるものをいくつか紹介すると、渡欧後、か
れがいちばんおどろいたのは、ヨーロッパ人は宗教に対して尊崇の念があつく、社会と宗教とが密接 関係があることであった
）（（
（
。西欧社会全体を
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まとめ治めているものは、宗教であることを知った。
うすぎたない、無精者の赤城連城は、イギリス留学中であった。かれは〝小ネズミ〟のあだ名があった。記憶がよく、才子であり、学習の困苦
にたえ、よく勉強した。学問 進歩ははやく、通訳もよくできたという（黙雷書簡） 。
明治新政府の排仏政策にたいする唯一かつ最大の抵抗勢力は、真宗（親
しん
鸞らん
を宗祖とする仏教の一派。浄土真宗の略）であった。政府は国家権力
にものをいわせ、仏教を弾圧し（寺領の没収 寺院・仏像・経典の廃棄など） 、神道を押しつけた。それにすばやく反応し反発したのは、西本願寺の島地黙雷であった。かれはヨーロッパで宗教事情を見聞した結果、いくつか提言をおこなっている
かれが識りえたところによると、キリスト教の源流となっているものは、教法（義）であり、才識のある僧がそれを説き、学校をつくり、国民
を教育する。寺院があって、そこでは聖歌をうたい、神や国王 たたえる。
ではキリスト教とはいったい何なのか。それは人民をみちびき、政治（まつりごと）を助けるものであった（滞欧中、岩倉大使に献呈した「欧
州政教見聞」 ） 。
信教（宗教を信じること）の自由について。この点については、フェヌロン（一六五一～一七一五、フラン の聖職者・作家）のことばを援用している。信仰は自由でなければならない。
信仰がないからといって、とがめてはならない。そこには国王の権力はおよばない。国王の力は信仰の力にか わない。わが国にはむかしから神道と仏教の二つの教えがあった。宗教といえば、仏教であった（ 「神仏関係論」 ） 。
さらにかれは、もし国が信教を強要するようであれば、国体（国家の形態）があやうくなるとまで っている。島地は信教自由論者であった。神仏の混淆について。島地によると、神道と仏教がいっしょになっているのはよくないと う 「一
いっ
向こう
専せん
念ねん
を推
ただ
究きわ
むべし」 （ひたすら浄土真宗をきわめつくすべき）と
いう。教部省の排仏に誘導され ことを祈ります いっ いる。
かれはその他、キリスト教の浸透から仏法をまもることに対する不安、寺院制度の整備 民衆の教化などについて管見をのべている。サンフランシスコから乗船し、帰国するころの柳北の心情は、 〝帰心矢のごとし〟のたとえがあるように、早く国に帰りた いった気持がつ
よかった。みる夢は故国のこと、気持はいよいよ故郷を恋しがっていた 日本に帰ると、もとの師匠としてのしごとが待っている。
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文明開化が進んで家禄をうばわれ、一片の公布によって、あわれむべき物ごいとなった。禄をうばったのは朝廷ではなく、時勢である。じぶん
を亡ぼしたのは、天ではなく己れである（ 「阿
あ
房ぼう
山さん
賦のふ
」 ） 。
おもえば、二十四歳のとき、兵馬の職につき、さらにまたわずらわしい、金銭と穀物の責任者となった。このとき
硯すずり
も
筆ふで
も
儒じゅ
服ふく
も焼きすてて
しまった。明治の世になってからは、身を塵
じん
芥かい
（ちりの世のなか）に埋めるようになり、毎日走りまわる業のみを学び、四角い文字をかくことす
ら忘れた（ 「思フマゝ」 ） ） 。
これから日本に帰っても、官位もなければ、領有する田地もないが、そんなことで心をいためるのはやめよう。天（神）はわ しを自由に旅行
させてくれたではないか。人間の快楽とはどんなものか、汝は知っているか。わたしは自分の二本足で、全地球をふんできたのである（ 「
帰き
家か
口こう
号ごう
二首」 ） 。柳北の人物画。元幕府の大身であった柳北は、いかなる容貌・風さい 人であった か。またいかなる性格・嗜好をもっていたのか。まず姿からいうと、身長は五尺七寸（約一七一センチ）ほど、やせぎす 人であり ツルのようであった。風貌はび目秀麗、鼻筋が通っていた。
やさしく、おだやかな顔かたちをしてい 。し し、姿勢はわるく、肩をまるめ、前にかがむくせがあった。
胃はじょうぶでなく、医者の勧めで維新後、大好きな日本酒をやめ、ブドウ酒をすこし飲むようになった。毎年、暑くなると箱根へ 寒く る
と熱海に養生に出かけた。どちら といえば、蒲
ほ
柳りゅう
の質であった。
大きらいなものは
―
一
　
学者ぶる浅学者
　　
一
　
俗気漫々の風流人
一
　
礼を知らぬ人間
　　
一
　
ごろつき
一
　
たいこもち
などであった。
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いわば名家の坊ちゃんで育ちがよかったから、おだやかのうえ上品であり、人と接しても尊大ぶる風はなかった。年はもいかぬ少年にたいして
も、―
さようでごす。
とか、―
さうではごあすまい。
といったものいいをし、ことばはひじょうにていねいであった。
当時、柳北よりすぐれたかちかちの漢学者や漢詩人が国内に数多い であろうが、 れは漢学や洋学にくわえて、国文の素養があった。文章家
をもって任じていただけに、文字の使いかたがなかなかきびしかった。
外遊中は洋服を用いたが、帰国後の記者時代、いつも縞
しま
の羽織と着流し（はかまをつけていない）であり、まことに質素なものであったという。
座敷で酒 のんでも、だらしなく酔ふでもなく、無作法にさわぐでもなく、あまりひざをくずさず、品よくのみ、もの静かに話した。
新橋より柳橋の芸妓のほうを愛した。たしかに柳北は酒色をこのんだ遊蕩児であったが、人に愛される要素があった。性質は温厚、俗事にも常
識にも富み、人格がそなわって た。学者であったが、人に学者らしからぬ印象をあたえ
柳北の家族お び家庭生活。かれは最初の妻を離別したのち、安政四年（一八五七）四月、旗本長井氏から後妻（機
はた
）をもらったが、同人は明治四年（一八七一）に一女を
のこして亡くなった。そこで後妻に外妾お蝶（踊の師匠岩井粂
くめ
次じ
の娘
―
もと柳橋の芸妓）を家庭にむかえた。お蝶は美人であった。維新後の家
族構成は
―　　　　　　
復三郎（長男）
夫
　
柳北
　
　 　
俊郎（次男）
妻
　
蝶子
　　　　　　
糸子（先妻機の娘）
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であり、他に女中が三人、
抱かかえ
車夫（人力車をひく者）一人がいた。
柳北は外遊から帰った翌明治六年（一八七三）に、日刊『朝野新聞』の社長にむかえられ、同紙上に漫録（政府をやゆしたような時事随想）を
発表し、主筆・末広鉄腸の論説とともに人気をあつめた。
台所をあずかっていたお蝶はよくいっていた。
―
宅うち
（夫のこと）は、朝野新聞から、月給三〇〇円もって来なさるが、どうして〳〵（それどころか） 、足りやアしない。五〇〇円かゝるンで
すよ。……
かれはなぜ月三〇〇円もの大金を湯水のように使ったのか。なぜなら、客があれば酒宴をひらき、仕出し料理を取りよせたし、当人は三日にあ
げず、外泊するし、物入りだったからである。
向島須崎村の邸宅は、将来のことを考え 、野菜を栽培する めに畑をひろくし、植木は花を愛するよりも、その実を食用とする め 梅やモ
モの類をうえた。池には緋
ひ
鯉ごい
（観賞用のコイ）を飼はず、来客の膳に供するために、真コイやフナの類をかった。
このように柳北は、家政上に注意を払ったにもかゝわらず、没後、未亡人はある者にだまされて芝居の貸衣装屋をはじめたが、大損をした。向
島の家は、柳北が亡くなってから、三千円で売却された。蝶子未亡人は、その後、縁故をたよって書画などを売って生計をたてたが、りん落し、明治三十一年（一八九八）本所の裏
うら
店だな
（表通りから引っ込んだ所にある家）で亡くなった。
長男・復三郎は、柳北亡きあと、安田善次郎（一八三八～一九二一 明治・大正期の実業家）の家で長らくやっかいになったが、その後は放浪
して居所も定かならず、また外孫某は 丸ビル内の某商店につとめた。
風流隠士・柳北は、明治十七年（一八八四）十一月三十日に亡くなった。享年四十八歳であった。親交 あった岩崎家（三菱財閥）から 香典
は、なんと大
たい
枚まい
千円であった。
註・この稿は
篠しの
田だ
鉱造「成島柳北の家庭」 （ 『明治文化』第八巻第十二号所収、昭和
11・
12） 、野崎
左さ
文ぶん
「成島柳北仙史の一面」 （ 『新旧時代』十一月号所収
　
大正
15・
11）などを参照した。
いずれにせよ、柳北の外遊は、生涯にたった一度の機会であった。その一生をながめると、 れは風流 友とし、
詩し
酒しゅ
徴ちょう
逐ちく
（詩をつくり、酒
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をのみ、友人どうし互いに行き来する）の日々をおくった。かれは有
う
為い
（因縁）と享楽の世を生き、悔
く
いを千載にのこすことなく、生
せい
をまっとう
したようにおもえる。……
注（１） 「明治戊辰の回顧」 （ 『明治戊辰』所収、文明協会、昭和３・
11） 、一九頁。
（２）辻善之助著『明治仏教史の問題』 （立文書院、昭和
24・１） 、一六七頁。
（３） 『図説
　
日本仏教史
　
第三巻』 （法蔵館、昭和
56・６） 、二二六頁。
（４）大島隆一著『柳北談叢』 （昭和刊行会、昭和
18・８） 、一三三頁。
（５）鹿児久恒編『傑僧
　
石川舜台言行録』 （文教文化協会、昭和
26・３） 、一〇一頁。
（６） 「禁獄四月
　
罰金百円
　
法制官誹毀
　
朝野新聞
　
成島柳北」 （廃姓外骨「自由民権論者に加へたる刑罰」 『新旧時代』所収、大正
15・８） 。
（７） 「成島柳北」 近代文学研究叢書
　
第一巻』 （昭和女子大学近代文学研究室
　
光葉会、昭和
31・１） 、二四五頁。
（８）同右、二四六頁。
向島　長命寺境内にある柳北の肖像入りの小碑
柳北の墓（雑司ヶ谷墓地）
306（37）
享楽主義者　成島柳北
（９）奥儒者の進講は、昼すぎ「御
ご
座ざ
の間
ま
」もしくは「御
ご
休きゅう
息そく
の間
ま
」においておこなわれた。将軍は、はおり袴
はかま
で出座した。このとき「講義のみにて、御
0
政治上のことは決っして申し上げず
0000000000000000
」とあるから、柳北は規則にしたがわず、きたんのない政治批評をした可能性がある。
 
注・ 「将軍家の朝夕」 （竹内帯陵翁談） （ 『旧幕府』第三号所収） 。
（
10）太田原在文著『十大先覚記者伝』 （大阪毎日新聞社、大正
15・３） 、六七頁。
（
11）渡辺修次郎著『
明治
　
時勢史
　
第一編』 （出版人
　
松井忠兵衛、明治
16・５） 、四九頁。
（
12）注（４ の一〇九頁。
（
13）尾佐竹猛著『新聞雑誌の創始者
　
柳河春三』 （高山書店、昭和
15・
10） 、九六頁。
（
14）注（５ の二三四頁。
（
15）資料「松本百華航海録」 （加越能史談会、昭和
15・９） 、二二頁。
（
16）松原秀一 レオン・ド・ロニ略伝」 （ 近代日本研究
　
第三巻』所収、慶応義塾福沢研究センター） 、二〇頁。
（
17） 『明如上人伝』 （臨時法要事務所、昭和２・５） 、二六三頁。
主なる参考文献神崎一作編『破
は
邪じゃく
叢書
　
第二集』 （哲学書院、明治
26・
10）
『島地黙雷全集
　
第一巻』 （本願寺出版協会、昭和
48・４）
前田愛著『成島柳北』 （朝日新聞社、昭和
51・６）
田中
　
彰著『岩倉使節団
　
明治維新のなかの米欧』 （講談社、昭和
52・
10）
『島地黙雷全集
　
第五巻』 （本願寺出版部、昭和
53・
10）
『報四叢談
　
明治仏教思想資料集成
　
別巻』 （同朋舎出版、昭和
58・２）
前田愛編『硯北日録―成島柳北日記』 （太平書屋、平成９・
11）
マシュー・フレーリ「成島柳北の洋行―『航西日乗』の諸コンテクスト」 （ 『国語国文
　
第
71巻
　
第
11号
　
１８１９号』所収、京都大学文学部国語国文学研
究室編、平成
14・
11）
川村覚昭著『島地黙雷の教育思想研究―明治維新と異文化理解』 （法蔵院、平成
16・
12）
『海外見聞集
　
新日本古典文学大系
　
明治編
　
５』 （岩波書店、平成
21・６）
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大政官少書記官久米邦武編修『特命全権大使米欧回覧実記』 （博文館、明治
11・
10）
谷壮太郎著『掌中東京名所図絵』 （旭昇堂蔵、明治
14・４）
服部誠一著『
東京
　
柳りゅう
巷こう
新史
　
一名名情之世界
　
上』 （出版人早矢仕民治、明治
19・５）
『柳北全集』 （博文館、明治
30・７）
